








序論




第1章 ― 気候

本章では、気候変動と日常生活との直接的な関係を取り上げ、化石燃料への依存が地球にどのような影響を与え、環境危機を加速させているかを明らかにします。さらに、政治的否認、生態学的な結果、グリーンウォッシングの問題、そして生物多様性を守るために持続可能な解決策を探り、先住民コミュニティの取り組みから学ぶことの重要性についても考察します。




第2章 ― ドローン

本章では、アメリカ合衆国がドローンを用いて超法規的な攻撃を行っている実態を検証し、その中で罪のない民間人が犠牲となった事例を取り上げ、この技術の「精密さ」とされるものに疑問を投げかけます。さらに、こうした作戦がもたらす倫理的・法的・政治的な含意、責任追及の欠如、そして公式声明に見られる矛盾についても分析します。




第3章 ― ブケレ

本章では、エルサルバドルのナジブ・ブケレ政権が実施した治安政策を分析し、数値操作、ギャングとの取引、そして例外状態の下で行われている深刻な人権侵害について問いかけます。具体的な事例や証言を通して、人気取りと支配の追求が、恣意的な拘束、拷問、さらには刑務所内での死亡につながっている実態を明らかにし、治安の名のもとに基本的人権を犠牲にすることの社会的・倫理的な帰結について考察します。




第４章 ― ウクライナの子供たち

本章では、ロシアの侵攻によって引き裂かれたウクライナの家族の悲劇を描く。特に、子どもたちが占領地域やロシア本土へと連れ去られ、強制的に移送されている実態に焦点を当てている。証言や具体例を通じて、子どもを取り戻そうとする親たちが直面する困難と危険を明らかにし、強制的なロシア化を告発するとともに、戦争犯罪や人権侵害に対して国際司法がほとんど機能していない現実について考察している。




第５章 ― ソンミ

本章では、ソンミ・パクとその家族の物語を描いている。彼らは北朝鮮からの脱出を試みる中で、体制の弾圧による迫害、家族の分離、そして深い苦しみに直面した。国際社会からほとんど支援を得られない状況の中、その経験を通して、腐敗の影響、人権侵害、権威主義体制下での生活、そして生き延びようとする闘いと家族再会への切実な願いが浮き彫りにされている。




第６章 ― 離婚

本章では、「グレイ・ディボース」と呼ばれる現象、すなわち数十年の結婚生活を経た50歳以上の夫婦による離婚の増加傾向を取り上げている。平均寿命の伸び、男女平等の進展、女性の自立といった社会的・文化的要因を分析し、こうした離婚が家族や現代社会に与える影響について考察する。




第７章 ― 膵臓

本章では、人間の身体における膵臓の働きを、わかりやすく丁寧に解説している。膵臓が内分泌腺と外分泌腺という二重の役割を担っていることを示し、消化の調整や血糖値の管理にどのように関わるのか、そのホルモンや酵素の重要性について述べる。また、自分の身体を理解することが、健康とウェルビーイングのためにより良い判断を行ううえでいかに大切であるかを考察する。




第８章 ― 帝国

本章では、ヘルマン・ゲーリングの人物像を中心に、第三帝国の興隆と崩壊を分析する。極端なナショナリズム、過去の操作、そして権威主義が、ナチス・ドイツをいかに破滅へと導いたのかを明らかにする。ゲーリングや他の指導者たちの歴史を通して、憎悪・狂信・政治的暴力というパターンを繰り返すことの危険性について考察を促す。




第９章 ― ホエー

本章では、コロンビアや他の国々で行われている、乳清（ホエー）を混入して牛乳を不正に改ざんする詐欺について分析する。この手口の仕組み、法的・経済的な影響、そして科学がこうした不正を発見し告発する上で果たす役割を説明する。また、科学的監視の重要性や、消費者を守るためのより厳格な規制の必要性についても考察する。




第10章 ― ミルク

本章では、一般に「植物性ミルク」と呼ばれるさまざまな植物由来飲料について、広範で比較的な視点から解説する。その栄養特性、歴史、生産に伴う環境影響、そして名称をめぐる議論を分析する。また、地域産で持続可能な代替品を選ぶことの重要性や、こうした選択が食の多様性や環境負荷の軽減にどのように寄与するかについても強調する。




第11章 ― 血液

本章では、血液型の歴史と重要性、どのように発見されたのか、そして安全な輸血にとってなぜ不可欠であるのかを説明する。血液中の抗原の役割、AB0式やRh式などの分類体系、不適合輸血の結果について述べるとともに、血液型の多様性の背後にある進化的な理由の可能性についても探究する。




第12章 ― 発がん

本章では、細胞レベルで身体がどのようにがんの発生と闘っているのかを説明し、細胞の無制御な増殖を防ぐ遺伝的および免疫系の仕組みを詳しく述べる。また、がん細胞がどのように生まれるのか、細胞同士の協調の重要性、加齢とがんの関係、そしてこの病気に立ち向かうための免疫療法の進歩についても取り上げる。




第13章 ― スーダン

本章では、クーデターの連続、軍部の支配、そして諸派閥による権力闘争によって特徴づけられるスーダンの近年の歴史を振り返る。特に、正規軍（SAF）と準軍事組織（RSF）の対立が、暴力や民間人への犯罪、政治的不安定をいかに恒常化させ、現在も国を苦しめる内戦へとつながっていったのかを分析する。




第14章 ― ムクトゥイ

本章では、飛行機事故後、コロンビアの密林で四十日間生き延びた先住民のムクトゥイ兄弟姉妹の物語を描く。彼らの救出において、祖先から受け継がれた文化と、軍隊と先住民コミュニティの協力がいかに重要であったかを分析する。また、家庭内暴力、先住民の知識の重要性、そして彼らのケースをめぐって生じた社会的偏見についても考察する。




第15章 ― ルワンダ

本章では、1994年のルワンダ紛争を取り上げ、民族間の憎悪の歴史的根源と暴力へと至った社会的ダイナミクスを検討する。植民地支配、階級分断、そしてグループ間の恨みの連鎖が紛争の発展にどのように影響したのかを分析し、さらに伝統的・地域社会的な仕組みを通じて行われた司法・和解の取り組みについて考察する。




第16章 ― ESMA

本章では、アルゼンチンの軍事独裁時代に行われた人道に対する罪を取り上げ、とりわけ「死のフライト」と、拘束・拷問センターとして機能した ESMA の役割に焦点を当てる。被害者とその家族が記憶・正義・真実のために闘ってきた歴史をたどりつつ、一部の社会・政治勢力が推し進める否認主義や人間性の喪失に対抗し、歴史を保存することの重要性について考察する。




第17章 ― エコ社会

本章では、気候変動に立ち向かううえでの課題と進展を検討し、二酸化炭素排出削減のための国際的な戦略、再生可能エネルギーの発展、そして新たなエネルギー貯蔵技術を分析する。また、政府と民間セクターの協力の重要性、建設分野におけるイノベーションの必要性、そして持続可能な未来を確保するために集団的に行動する緊急性についても考察する。




第18章 ― 平和

本章では、コロンビアの武力紛争について深く分析し、その原因、関与した諸勢力、そして市民社会への影響を検討する。暴力、麻薬取引、汚職、不平等がいかに戦争を長引かせてきたかを明らかにし、和平プロセスにおける課題と前進、歴史的記憶の重要性、そして持続的な平和を実現するために必要な社会的・制度的変革について考察する。




第19章 ― ダベイバ

本章では、コロンビアの武力紛争下でダベイバにおいて軍関係者が犯した犯罪を取り上げ、特に強制失踪や、脆弱な立場にある農民や市民を殺害し、その後「戦闘で死亡したゲリラ」として虚偽の報告を行った事例に焦点を当てる。証言やJEP（特別平和司法）の調査を通じて、これらの犯罪が体系的であったことが明らかになり、記憶と正義の重要性、そして真実と補償を求める被害者とその家族の根本的な役割について考察する。




第20章 ― 反乱勢力

本章では、20世紀のラテンアメリカにおいて、キューバが反乱運動や武装革命を推進するうえで果たした影響を振り返る。パナマ、ニカラグア、ドミニカ共和国、ハイチ、グアテマラ、アルゼンチン、コロンビア、ペルー、ボリビア、ベネズエラ、エルサルバドルなど、各国のゲリラ組織への介入や支援を分析し、これらの行動が地域にもたらした影響、そして武装闘争がラテンアメリカ史に残した遺産について考察する。




第21章 ― バービー

本章では、バービー人形の誕生からの歴史を振り返り、その文化的・社会的影響、そして長年にわたって提示してきたジェンダーや美のステレオタイプをめぐる論争について分析する。また、近年のバービー映画が伝えるメッセージ、社会における女性の役割の変化、そして文化的産物を通じてジェンダー不平等を問い直すことの重要性についても考察する。




第22章 ― 持参金

本章では、インドをはじめとする複数の国で、違法であるにもかかわらず持参金の慣習が依然として続いている現状と、その深刻な社会的・ジェンダー的影響を分析する。持参金の要求が女性とその家族に対する差別・暴力・重圧をどのように助長しているかを明らかにし、この伝統を根絶するためには深い文化的変革が必要であることを考察する。




第23章 ― グランディ

本章では、ベニート・ムッソリーニの失脚とイタリア・ファシズムの終焉を描き、その中でディーノ・グランディが党内部からムッソリーニ解任を主導した中心的役割に焦点を当てる。さらに、政権内部の分裂、ナチス・ドイツとの同盟、この歴史的転換がもたらした政治的結果、そして関係者たちの最終的な運命について分析する。




第24章 ― 連続殺人犯

本章では、特にアメリカ合衆国におけるシリアルキラーの現象を取り上げ、その特徴や動機、そして現実とフィクションの違いを分析する。一般に流布する誤解を解き、連続殺人犯と性犯罪を伴う殺人犯を区別し、これらの犯罪に関わる心理的・社会的要因について考察する。また、メディアのステレオタイプを超えて、その行動を理解することの複雑さについても論じる。




第25章 ― ヘンリエッタ

本章では、ヘンリエッタ・ラックスの物語を紹介し、彼女の同意なしに採取された細胞が、世界で初めて実験室で培養された「不死化したヒト細胞」となり、科学史上の画期的成果となった経緯を描く。さらに、HeLa細胞が医学および研究分野に与えた影響、そしてその背後にある倫理的問題、人種差別や不正義の歴史についても考察する。




第26章 ― カニバリズム

本章では、人類史におけるカニバリズム（食人）の歴史と、そのさまざまな形態を探る。ヨーロッパやアジアで行われていた医療目的の食人から、一部の部族における文化的儀式としての食人まで、多岐にわたる実践を取り上げる。また、神話や誤情報、政治的思惑が食人に対する認識にどのような影響を与えてきたのかを分析し、その社会的・人類学的・倫理的な意味について時代を通して考察する。




第27章 ― 2023年

本章では、世界規模で見た2023年の最も重要な出来事を振り返る。ブラジルにおける森林破壊の減少、自然災害、政治的対立や戦争、さらには環境・社会危機など、多岐にわたるテーマを取り上げる。これらの出来事が、気候変動、暴力、不平等といった課題、そして持続可能な未来を確保するための緊急かつ不可欠な変革に、人類がいかに直面しているかを示している点について分析する。




第28章 ― 長寿

本章では、動物界における長寿について、生物学的および数学的要因がどのように寿命を決定するのかを考察する。また、人間の長寿を延ばしてきた科学的進歩や、より長く生きることによって生じる社会的・健康上の課題についても取り上げる。




第29章 ― カンダカス

本章では、スーダンにおいて戦争の武器として使用されている性暴力の実態を扱っている。特に、即応支援部隊（Rapid Support Forces）とスーダン軍（Sudanese Armed Forces）の間で続く紛争を背景に、スーダン人女性が受けている甚大な被害を明らかにする。また、国際社会の不十分な対応を指摘し、無関心と闘い、正義を求めるために、被害者の記憶を可視化し、称えることの重要性を強調している。




第30章 ― 恩赦

本章では、ロシアがウクライナとの戦争で戦闘要員を確保するために、受刑者を恩赦と引き換えに動員する政策を分析する。危険な犯罪者を釈放することによる社会的・法的な影響を検討し、具体的な事例を通して、被害者への影響、再犯の問題、そしてこの戦略が抱える倫理的・司法的な矛盾について考察している。




第31章 ― 強姦

本章では、性的暴力という問題と、それを告発した人々が再び被害に遭う「再被害化」の実態を分析する。社会や制度がいかにして被害者を疑い、あるいは軽視しがちであるかを説明し、トラウマの最中に生じる「凍り付き（麻痺）」という現象を描写するとともに、虐待に対する生物学的・感情的反応を理解する重要性を強調する。さらに、被害者を支援し偏見と闘うために、共感、専門的な研修、そして構造的な変革が不可欠であることについて考察する。




第32章 ― アルヒポフ

本章では、1962年のキューバ危機においてヴァシーリー・アルヒポフが果たした極めて重要な役割を描く。彼が核魚雷の発射を承認しなかったという決断が、アメリカ合衆国とソビエト連邦の間で起こり得た核戦争を回避したことを強調する。あわせて、当時の歴史的背景や冷戦下の緊張関係を分析し、人類にとって決定的な局面における個人の責任の重要性について考察する。




第33章 ― 出生率

本章では、世界的に進行している出生率低下の傾向について、その歴史的・社会的要因、さらには世界が直面する経済的および人口動態的な影響を分析する。また、生産システム、年金制度、社会保障への影響を検討し、高齢化が進む社会に対応するために、家庭生活と職業生活の両立を支援する政策の必要性について考察する。




第34章 ― EVOO

本章では、エクストラバージンオリーブオイル（EVOO）産業における不正事例を調査し、犯罪組織が規制の不十分さを利用して偽造製品を流通させている実態を解説する。あわせて、本物のEVOOを見分ける難しさを分析し、消費者向けの具体的な助言を提示するとともに、食品サプライチェーンにおける透明性と規制の重要性について考察する。




第35章 ― フェニレフリン

本章では、鼻づまりの治療薬としてフェニレフリンが広く普及した経緯を分析し、その有効性が乏しいにもかかわらず、米国において多くの市販薬の主要成分となった理由を解説する。あわせて、これらの製品の規制におけるFDAの役割、その人気の背景、そして効果の低い医薬品から消費者を守る上での制度上の限界について検討する。




第36章 ― 肉

本章では、世界的な大量の肉消費が環境・倫理・健康に及ぼす影響を検証する。さらに、屠殺される動物の数値、 生物多様性への影響を分析し、現在の食料システムの持続可能性について考察する。その上で、地球環境の保全と人類の健康のための重要な手段として、肉の消費削減を提案する。




第37章 ― 女性科学者たち

本章では、科学分野におけるジェンダー不平等の歴史を振り返り、長い年月にわたって女性科学者が直面してきた成果と障壁に焦点を当てる。功績が無視されたり過小評価された象徴的な事例を分析するとともに、近年における評価と認知の進展を取り上げ、科学の世界における公平性と正当な評価の重要性について考察する。




第38章 ― 図々しさ

本章では、コロンビアにおける「偽陽性（フォルソス・ポシティーボス）」をめぐる否認とメディア操作を検証する。これは、民間人が殺害され、戦闘での戦死者として偽装された国家犯罪である。さらに、本章は政治的責任、文書および司法上の証拠を分析するとともに、今日に至るまで保守的な政治勢力の一部の公的人物が推進し続けている根強い否認の言説に焦点を当てる。こうした状況は、記憶、真実、そして正義を生き続けさせることの重要性を明確に浮き彫りにしている。




第39章 ― 隠蔽

本章では、コロンビアにおける「偽陽性（フォルソス・ポシティーボス）」をはじめとする人権侵害を隠すために、国家の関係者が用いてきた隠蔽の戦略を検証する。さらに、真実を明らかにするうえで不可欠であった証拠の意図的な破壊や証言の隠匿についても分析する。また、社会に重くのしかかってきた不処罰と闘うために、報道活動と司法の役割がいかに重要であるかを強調している。




第40章 ― ダニエラ

本章は、ダニエラとその家族の物語を通して、コロンビアにおける暴力がもたらす個人的および家族的な影響を描き出す。武力紛争の出来事が被害者とその周囲の人々の人生にどのような影響を及ぼすのかを示すとともに、被害者という立場を超えたレジリエンス、正義の追求、そしてアイデンティティ再構築の過程を強調している。




第41章 ― 地球

本章は、地球の形成から人類の出現に至るまでの、惑星地球の地質学的・生物学的な歴史をたどる。あわせて、主要な出来事や時代区分、地球の変遷を説明し、大陸や海洋、生命、そして現在の生物多様性がどのように誕生したのかを示す。その上で、地球の途方もない悠久の歴史と比べたときの人類の存在の小ささについて考察する。




第42章 ― C3

本章は、私たち自身の生体防御システムの一部を成す補体系の起源を解説し、とりわけタンパク質C3と、あらゆる病原体に対するその働きに焦点を当てる。さらに、これらのタンパク質がどのように協調して侵入する微生物を識別し、標識し、排除するのかを説明するとともに、進化の過程で生命を守るために発達してきた生物学的メカニズムの高度さについて考察する。




第43章 ― 2024年

本章は、2024年に世界規模で起こった最も注目すべき出来事を振り返り、自然災害、政治的危機、科学的進歩、国際紛争などを取り上げる。これらの出来事が、気候変動、政治的・社会的不安定性といった人類が直面する現在の課題をどのように映し出しているのかを分析するとともに、レジリエンス（回復力）と国際的協力の重要性について考察する。




第44章 ― 習

本章は、中国内戦と長征から、毛沢東の指導時代、鄧小平の改革を経て、習近平による権力の集約に至るまでの中国の政治史を概観する。さらに、習近平の個人的・家族的な経験が彼の台頭にどのような影響を与えたのかを分析し、その統治が現代中国の政治、経済、社会に及ぼしている影響について考察する。








序論





私たちは、知識への普遍的なアクセスがかつてないほど実現した歴史的な瞬間を生きている。さらに、その知識を理解するためのあらゆる手段にも容易にアクセスできる。しかし、人間はその最も原始的な本能において、現実を明らかにすることよりも、誤情報という心地よさを優先する傾向がある。実際、状況は深刻で、人々は情報の質を見分ける能力すら失っている。片方は匿名のSNSページにすぎず、もう片方は何十年、あるいは何世紀もの学術的評価を積み重ねてきた報道機関であっても、区別できないのである。


もちろん、伝統的なメディアに対して、多くの人々が不満を抱いていることも理解している。メディアは時として愚かなミスを犯し、また時には悪意のある誤報を流すこともある。しかし、より高い調査報道の厳密さを求める代わりに、大多数は誤情報や扇情性によって利益を得ている見知らぬSNSアカウントへと信頼を移してしまう。


これはすでに述べたように、私たちの心に根差した原始的な側面であり、世界を安易に処理しようとする傾向があるためだ。そのため、見出しだけを読み内容を読まなかったり、書籍ではなく要約だけを読んだり、講座の代わりにTikTokを見るといった「知的怠惰」に陥りやすい。したがって、学術的な訓練を受けた人でさえ、その悪循環に巻き込まれることは珍しくない。


その典型例が、学術分野での腐敗行為を目の当たりにしながら、統計データや科学的発見を無視する専門家たちである。本来、それらのデータこそが、初めて異常を発見する手がかりになったはずであるにもかかわらず。


さらに、科学的研究のおかげで、私たちは何世紀にもわたって、欺こうとする者たちの策略を見破ることができた。それにもかかわらず、高い学歴を持つ人々でさえこのように考えることがあるのは、必要な鍛錬が欠けていると、私たちの心がどれほど危険にさらされるかを示す明確な証拠である。そのため、友人や家族、隣人までもが、不合理で、荒唐無稽で、時には有害な信念やイデオロギー、意見を採用してしまうのだ。


悲しいことに、このようにして、優しく、思いやりがあり、誠実だった人が、個人主義的で、階級主義的で、ファシスト的で、レイシストで、ナチ的で、排外主義的な人物へと変貌してしまう。そして彼らは、公共の利益を犠牲にしてまで、自分の快適さを要求するようになる。たとえば、コロンビア政府が自家用車の燃料価格を引き上げた際、これを批判した人々がいた。しかし、この燃料価格は、国の最も貧しい層の負担によって補助されており、値上げの影響を受けるのは主に中上流階級であった。自家用車を所有し移動手段にできる彼らの快適さを、公共交通機関を利用する大多数の人々が事実上補助していたのである。


同様に、幼い頃から知っている人たちの中にも、まさかと思う瞬間に、その「起業家精神」とやらが働いて、明らかにナチ的・ファシスト的傾向をもつ政党を支持したり、あるいは「経営者なら経済をうまく運営できる」という誤った考えから企業家の政治活動を応援したりする者がいる。しかし実際には、彼らが本当に関心を寄せているのは、同性愛嫌悪やトランス嫌悪の政策であり、公的な資源を適切に管理する能力ではない。事実、彼らは公的資源の管理が得意ではないことを何度も示してきた。たとえばドナルド・トランプは、一期目で大幅に財政赤字を増やした。これは彼らが常に「他の政権」を批判してきたことにもかかわらずである。それでも彼は再び選ばれ、さらに二期目には数兆ドル規模で赤字を増大させた。しかし、彼がLGBTIQ+コミュニティを否定し、キリスト教を他宗教より優遇し、知識を「共産主義的・退廃的・腐敗したもの」として禁じた人物であるという理由だけで、その点は批判されないのである。


皮肉なことに、彼が禁じた知識には、気候変動の危機を警告するもの、感染症への備えを可能にするもの、法律による犯罪化から市民を守るもの、そして社会の前進を促すものまでもが含まれていた。


アルゼンチン大統領のハビエル・ミレイも同様であった。彼は自国の金融政策を批判してきたにもかかわらず、自らが批判していた財務大臣を再び任命した。それどころか、彼は同じ経済政策に従って国をさらに債務漬けにした。これは彼が公的な場で生涯批判してきたことそのものである。


結局のところ、無知とは皮肉に満ちている。なぜなら、それは一人ひとりの「個人的な快適さ」を基盤にしているからである。そのため、暗号通貨の自由使用を推進する新たな法律を彼らは喜ぶ。しかし暗号通貨は、恐喝、資金流用、マネーロンダリング、そして世界中の犯罪行為の主要な手段となっている。しかも、それは個人間だけでなく、国家レベルでも同じである。


要するに、無知とは、20分のインスタグラム、企業家のポッドキャスト、数件のツイートへの返信だけで「何かを理解したつもりになる」あるいは「意見を吐き出してよいと思い込む」状態を生み出すものである。


だからこそ、私がすでに十年以上この仕事に取り組み導いた結論はこうである。――私たちの存在の最も卑しむべき部分は無知に宿っている。もし私たちが知識に対して誠実であれば、「何が為すべきか」を選び取り、「自分が『正しいと思い込むもの』」ではなく、本当に価値あるものを守ろうとするはずだ。結局のところ、あなたは自問したことがあるだろうか。もし南北戦争の時代に生まれていたら、奴隷制を支持しただろうか、それとも廃止を支持しただろうか。もしナチ時代に生まれていたら、抵抗運動側だっただろうか、それとも党側だっただろうか。


もしあなたが移民を「問題」だと考えるなら、歴史の中で自分がどちら側に立っていたかは、すでに分かっているはずだ。


もしあなたが富や ganancias ocasionales（偶発的利益）への課税減免を優先するなら、あなたがどちら側にいたかも同じく明らかだ。


もしあなたがLGBTIQ+コミュニティの権利を拒むことを優先するなら、どちら側に立っていたかは言うまでもない。


もしあなたが女性の身体的自律という固有の権利を否定するなら、あなたが歴史のどちら側にいたかは明白である。


これらはすべて、過去に起きた闘い、そして現在も続いている闘いの比喩的な例であり、何を支持すべきで何を支持すべきでないのかを理解できるのは、教育を受けた思考だけである。


そのために、私はこの本を書いた。私たちの思考を鍛えるために──あるいは少なくとも、私自身の思考を鍛えるために。私は歴史の誤った側に立ちたくない。だからこそ、知らないことを学ぶために人生の毎日を費やすと決めたのだ。ゆえに、この本の中では、私が読んできた何百もの資料や、各テーマを掘り下げるために受講した数十の学術コースを見ることができるだろう。


また、特に私のPatreonページ（patreon.com/jordymadueno）に登録してほしい。あなたが直接的に私を支援できるだけでなく、私が執筆中の他の本も読むことができ、さらに、この同じ本の新しい章にもアクセスできる。


さらに、章の最新版も閲覧でき、そこではより多くの参考文献、より滑らかな文章構成、そして新しい興味深い情報を見つけられるだろう。現在、私が執筆を始めた本は20冊以上あり、その初期章はすでにPatreon（patreon.com/jordymadueno）で公開されている。だから、ぜひ一度確認してみてほしい。


注: 私の執筆は最初はスペイン語で行っている、ということを知っておいてほしい。










I

気候







気候変動は私たちの生活と無関係なものではなく、ましてやニュースや大学の講義、政治的なデモだけで語られるべきものでもありません。それどころか、気候変動はこの地球上のあらゆる生命と深く結びついており、私たちの存在をも超える側面さえ含んでいます。なにしろ、それは世代を超えて影響を及ぼす意思決定の連鎖なのですから。


まさにそのような出来事が、化石燃料の発見によって起こりました。私たちは今や、それに大きく依存しています。例えば、プロパン、アスファルト、ポリエステル、ナイロン、アクリル樹脂、ガム、歯磨き粉、シェービングクリーム、フライパン、ソーラーパネル、抗ヒスタミン薬、携帯電話、コンピューター、スピーカー、カメラ、テレビ、香水、着色料、化粧品、ローション、石鹸、シャンプー、デオドラント、義肢、家具、枕、カーテン、塗料、電池、肥料など、何百もの製品に石油が使われています1。


つまり、私たちは化石燃料を中心に生活を築いてきたのです。そして、いつかそれを手放さなければならないことを、考慮してこなかったのです。


この現実は、1856年に科学者ユーニス・フットが、大気中のガスの密度が気温に影響を与えることを発見した時から、すでに明らかでした。特に、二酸化炭素やメタンのようなガスです2。しかも、私たちが毎年500億トン以上の二酸化炭素を排出していることを考慮すれば、地球に深刻な影響を与えているのは明らかです。それでも、人間は現実を受け入れるよりも、今の生活を変えないことを選ぶ傾向があります。そのため、気候変動に関する誤情報や無関心が蔓延しているのです。


これは非常に残念なことです。特に、干ばつ、山火事、洪水、地滑り、嵐、ハリケーンなどの増加を考えれば、それらの多くは都市全体を破壊することさえあるのです。これを否定するのは、正気の沙汰とは思えません3。


しかし、そうした否定論者は実際に存在します。たとえば、アルゼンチンのハビエル・ミレイ大統領、ブラジルの元大統領ジャイール・ボルソナロ、アメリカの元大統領ドナルド・トランプなどは、気候変動の影響をまるで政治的意見のように否定し続けています。さらに彼らの支持者たちは、気候現象は周期的なものであり、人間の活動とは無関係だと主張することさえあります。これは完全に誤りです。


まず第一に、気候現象が自然に周期的であるからといって、人間の活動と無関係であるとは限りません。実際、人間はその頻度や強度に影響を与えてきました。これは1856年の時点で、フットの発見によって明らかだったはずです。


また、気候変動が太古の昔から存在していたからといって（火山の噴火による二酸化炭素の放出や、海洋やシアノバクテリア、植物の出現による変化など）、それが人間と無関係であるとは言えません。なぜなら、現在、私たちが排出している二酸化炭素の量は、地球の地質学的歴史の中でも類を見ない規模であり、しかも私たちは海を汚染し、植生を破壊しているのです4。言い換えれば、私たちは二酸化炭素を吸収できる唯一の自然資源を、自らの手で破壊しているのです。


この中で最も悔しいのは、私が先週の新発見について話しているわけではないということです。実際、これは前世紀の新しい出来事ですらありません。なぜなら、1890年にはすでに科学者スヴァンテ・アレニウスが、炭化水素を燃焼させることによって二酸化炭素が大気中に放出され、それが地球温暖化を引き起こす可能性があると発見していたからです。


さらに1930年には、ガイ・スチュワート・カレンダーがその温暖化が「可能性」ではなく、「すでに進行中」であると証明しました5。


残念ながら、その時は誰もこの事実に耳を傾けませんでした。


しかし、今や21世紀の真っただ中にいる私たちは、同じ過ちを繰り返すわけにはいきません。それどころか、私たちの存在が地球の気候バランスと強く結びついているという事実を、真剣に理解しなければなりません。しかも、気候変動の影響を受けているのは私たち人間だけでなく、周囲のすべての生命であり、その結果として、私たちは「第六の大量絶滅」に向かっているのです6。実際、1日に24種から150種の生物が絶滅しており、それは自然な絶滅速度の1,000倍から10,000倍にも相当します7。


このままの速度では、1世紀以内に全生物種の20～50％が失われる恐れがあり、それは私たち人類にも甚大な影響を及ぼすでしょう。最悪の場合、人間の存続すら危機に瀕することになります8。しかも、これは人間の活動によってもたらされる数ある悪影響のうちの、ほんの一つにすぎません。


そして何よりも皮肉なのは、そもそも炭化水素の採掘は持続可能なものではないということです。つまり、いずれは必ず枯渇します。そもそも炭化水素とは、数十億年前に死んだ植物が堆積物の中に閉じ込められ、地殻の圧力と高温によってその炭素分子が圧縮されて形成された高密度エネルギーの「バッテリー」なのです9。


言い換えれば、将来にわたって依存できる資源ではありません。だからこそ、風力、太陽光、水力、バイオエネルギー、地熱、さらには核融合といった、より持続可能な代替エネルギーの開発が急務なのです10。ただ、正直なところ、それは最も簡単な部分かもしれません。むしろ難しいのは、炭化水素の「他の用途」をどう代替するかです。たとえば、アスファルトはどう代替するのか？ プラスチックは？ ガス暖房は？ 肥料は？――結局のところ、汚染の原因は電力だけではなく、産業、交通、暖房、農業といったさまざまな分野にまたがっています。しかも、これらは密接に関連しているため、区別するのも難しいのです。たとえば、自動車は燃料の消費だけでなく、素材そのものによっても汚染を引き起こします。同様に、綿のTシャツのようなシンプルな製品でも、その製造、保管、流通、販売のすべての過程で、それぞれ異なるカーボンフットプリントを残します11。


だからこそ、ある製品や企業の汚染の度合いを正確に測定することは容易ではありません。なぜなら、それは単に消費される電力の問題だけではなく、考慮すべき他の多くの要因が存在するからです。そのため、多くの企業が自社の製造過程の詳細を省略し、あたかも環境に配慮しているかのように見せかけていますが、実際には莫大な量の汚染を引き起こしています。


このような行為は「グリーンウォッシング（greenwashing）」と呼ばれており、基本的には消費者を欺いて、流行中のエコロジー的イメージに便乗しようとする試みです。例えば、ファッション業界はしばしば「環境に優しい産業」であるかのように見せかけますが、実際には毎年10億トンに相当する二酸化炭素を排出しています12。彼らの図々しさは、毎年3億4200万バレルもの石油を使用してポリエステルやナイロン、アクリル繊維を生産している事実を隠していることからも明らかです。それだけではなく、50万トンものマイクロプラスチックを水源に流出させ、さらに、何トンもの衣類を貧困国の埋立地に廃棄している責任も負っています13。


信じがたいことですが、これが私たちの現実です。そして、私たちはこの現実から学び、より良い判断を下す必要があります。そうでなければ、私たちは同じ過ちを繰り返し続けることになります。たとえば、中国政府が行った三峡ダム（さんきょうダム）プロジェクトのように。このダムの建設は130万人を強制移住させ、長江に沿った600キロ以上の生態系を破壊し、地域固有の動物を絶滅させ、さらには地盤の不安定さを増大させました。このような影響については、多くの科学者が事前に警告していたにもかかわらず、共産党政府は以前からこの計画を推進していたため、それらの声は無視されました14。


要するに、政治家たちの頑固さが、私たち自身の破滅を導いているのです。しかし、もちろん彼らだけが原因ではありません。実際、現在でも大気中の100万分の420の二酸化炭素分子を回収しようとする団体がありますが、その後にその二酸化炭素をどうするかすら分かっていないのです。


一部の団体は、海底の堆積物に二酸化炭素を貯蔵することを提案しており、別の団体は化石燃料の採掘跡地に地下貯蔵することを提案しています。しかし、これではむしろ地圧を高めて、再び化石燃料の採掘を促進しようとしているようにも見えます。つまり、それは解決策というよりは、新たなグリーンウォッシングに過ぎないように思えます。


残念ながら、このような事例は他にも数多く存在します。というのも、多くの人々にとっては「命」よりも「利益」の方が重要なのです。しかし、だからといって気候変動に対する真の解決策が存在しないわけではありません。実際、バイオカーボン、プレリサイクリング、海洋施肥、再生型設計（C2C）、セルロース系バイオエタノール燃料、水素を利用した海上輸送など、さまざまな革新的なプロジェクトが存在しています15。


私たちがこれらの解決策を一つ一つ積み重ね、その効果を最大化すれば、気候目標を達成することができるでしょう。しかしそのためには、私たち自身が直接的または間接的に関与する必要があります。つまり、これらのプロジェクトに参加する、投資する、製品やサービスを購入する、あるいはその発展を支援する政策に投票するなどの行動が求められます。これまでのところ、私たちは石油利益を優先する政治家ばかりを選出してきました。その多くは、私たちが何十年も前から掲げてきた環境目標の達成を遅らせる役割を果たしてきたのです。


当然、それは変わらなければなりません。そして、もしかしたら私たちは、先住民コミュニティから学ぶべきなのかもしれません。彼らは地球の陸地の20％、そして世界の生物多様性の80％を守ってきたのです。つまり、彼らは地球に対する責任と献身の模範を示しており、それこそ今の私たちに最も必要なことなのです16。










II

ドローン







アメリカ合衆国は、テロリズムの疑いがある個人を排除する目的で無人航空機（ドローン）を使用しています。この活動は北米の領土にとどまらず、世界中のあらゆる場所で行われています。さらに皮肉なことに、戦争が正式に宣言されていなくても行動できるという点は、アメリカ自身が他国に対して偽善的に批判してきたことでもあります。例えば、これは2021年8月、タリバンがアフガニスタンの政権を掌握した際に実際に起きたことです。


その時、多くのアフガニスタン人が空港から出る便を利用して国外脱出を試みていました。しかし、混乱のさなかにイスラム国（IS）が爆弾を爆発させ、170人の命が奪われました。その中には13人のアメリカ兵も含まれていました17。


当然、この事件はアメリカ軍内部に大きな緊張を引き起こしました。そしてその直後、新たなテロ攻撃に関する情報を入手したことで、彼らは迅速な行動を取る必要があると判断しました。


こうして2021年8月29日、アメリカ軍はテロ計画に関与していると疑われる車両を発見しました。彼らはその車を追跡し、それがアメリカの食品配給人道支援団体の施設に入るのを確認しました。特に注目されたのは、午後2時35分頃、その車に複数の容器を運ぶ男性の姿が確認されたことでした。これにより、彼らは容器に爆発物が入っている可能性を疑いました。


さらに午後4時、その男性は容器を満載した車で施設を出発し、疑念は一層強まりました。


数時間後、アメリカ軍は声明を出し、「爆発物を持ち空港に向かっていたISISのメンバーを殺害した」と発表しました。しかし、それは事実ではありませんでした。


実際には、その男性の名はゼマリ・アフマディで、人道支援団体に勤める職員でした。彼はISISとは無関係で、車に積んでいたのは爆発物ではなく、飲料水の入った容器でした。アフマディの家には水道がなく、彼は日常的に水を運んでいたのです。


この話で最も心が痛むのは、アフマディが家族と共に暮らしていたことです。彼には子どもたち、甥やいとこなどの家族がおり、彼が車で帰宅すると、皆が喜んで出迎えるのが日常でした。残念ながら、その日も例外ではありませんでした。ドローンによる攻撃は、彼が自宅の駐車場に到着した直後に行われ、子ども7人と大人3人の命を奪いました。さらに、もう一台の車が駐車されていなければ、被害はさらに拡大していたでしょう。


この事件を最初に報道したのはニューヨーク・タイムズであり、大きなメディアの注目を集めました。最終的にはアメリカ軍自身が誤爆を認めざるを得ませんでした18。しかしながら、軍の説明は決して十分とは言えません。なぜなら、これは単なる情報の誤りではなく、意図的な犯罪の隠蔽であり、アメリカ軍における繰り返された行動パターンの一例だからです。


これは、かつてネバダ州のクリーチ空軍基地でドローン操作を担当していたブランドン・ブライアント氏による証言です。この基地は、1万2千キロ以上離れた標的への攻撃を担当するアメリカの軍事施設です。しかし、彼の証言で最も衝撃的なのは、極めて正当性に疑いのある作戦に関与していたという点です。例えば、ある時、ブライアント氏は攻撃区域に子どもがいると報告しましたが、指揮するパイロットはその報告を無視しました。それでも彼は部隊の調整官に報告し、調整官はさらに画像分析官に確認を取りました。しかし、その分析官はそれを「犬」だと断言しました。ただし、ブライアント氏にとってそれは納得できないものでした。なぜなら、自分の目でその子どもがドアを開けるのを見たからです。


その後まもなく、ブライアント氏は軍を辞め、公に証言を行いました。彼はドイツまで赴き、ドイツ連邦議会に対して証言を行いました。というのも、クリーチ基地はドイツにあるラムシュタイン空軍基地と接続されており、この基地はアメリカ国外で最大の軍事基地とされています。ラムシュタインは、イラク、アフガニスタン、イエメン、パキスタン、ソマリアなどの国々に送られたドローンが提供する映像をリアルタイムで分析する軍事拠点でもあります。つまり、クリーチ基地のオペレーターが操作するドローンは、ラムシュタインを経由して運用されているのです19。


だからこそ、ドイツにとってこの問題の詳細を知ることは非常に重要です。なぜなら、アメリカが行う超法規的な処刑は、ドイツにおける国際法の解釈に反するからです。この事実は広く知られており、ドイツの緑の党も強く非難しました。しかし、アナレーナ・ベアボック氏を通じて政権に加わって以降、彼らはこの現実を黙認しているように見えます。


この現実は、ゼマリ・アフマディ氏の件にとどまりません。実際、ドローン攻撃による死者の90％は民間人であり、この数字は第三者によるものではなく、アメリカ国防総省の機密文書に記載されているものです20。


要するに、アメリカ軍はこれまでに約2,000人の民間人に対して超法規的な処刑を行ってきたとされ、そのうちの40％は未成年でした21。


ちなみに、このような軍事行動はアフガニスタンだけにとどまらず、ソマリアなど他の国でも繰り返されています。ソマリアでは、アメリカ軍がアル・シャバブ（アルカイダの分派）の進行を阻止するためにドローン作戦を行ってきました。しかし、その攻撃は、結果としてテロ組織よりも民間人に大きな被害を与えています。アメリカ軍は「民間人の死者は5人に過ぎない」と主張していますが、実際の死者数はすでに数百人に達しており、その数は国内外のメディアや人権団体によって記録されています。


最終的に、もしアメリカ軍の指揮官たちが言うように、ドローンが本当にそれほど「正確」なのであれば、アメリカ政府は意図的にアフガニスタンやソマリアの子どもたちを殺害したことになります。ああ、ただし、同じ軍の指揮官は「民間人の巻き添え死は避けられない」とも言っており、これはアメリカ軍の中で明らかな矛盾を示しています。


したがって、ドローンの「精密さ」は信用できません。民間人の犠牲を減らす唯一の方法は、ドローン攻撃の全面的な禁止です。だからこそ、バイデン政権がその使用を54％削減したのは、前進として評価されます22。


しかしながら、依然としてドローンは使用され続けており、その進展は苦々しいものです。もっとも憂慮すべきは、この戦争政策がいつでも悪化する可能性があることです。政権交代や視点の変化ひとつで事態は一変します。結局のところ、アメリカでも世界でも、自らの目的のためなら犯罪的手段もいとわない好戦的な政治家は少なくないのです。










III

ブケレ







2023年3月28日、エルサルバドルの国家民間警察（PNC）の機密文書が、雑誌「Elementos」によって明らかにされました。この文書は、ナジブ・ブケレ政権が発表した殺人事件の減少が、治安政策の成果を誇張する目的で改ざんされていたことを示しています23。この戦略は、人気の面では非常に効果的であり、ある意味では、法治国家としてあるべき姿を歪める結果となりました。


とはいえ、この政策の発案者がブケレ自身というわけではありません。このような戦略は、すでにコロンビアでアルバロ・ウリベ・ベレス大統領の二期にわたり用いられており、実際には民間人の強制失踪や、保護対象者の殺害といった人権侵害を「治安維持」として売り込んでいたのです。状況は異なるにせよ、権力の乱用、情報の不透明性、そして統計の操作といった点では多くの共通点が見られます24。


さらに言えば、このような治安政策は、軍事独裁政権下のアルゼンチン（ビデラ政権）やチリ（ピノチェト政権）でも見られましたし、ペルー（アルベルト・フジモリ政権）、グアテマラ（オットー・ペレス・モリナ政権）、メキシコ（フェリペ・カルデロン政権）といった、いわゆる「擬似民主主義政権」においても繰り返されてきました。


つまり、このような政策はラテンアメリカ地域で繰り返されてきた公共政策であり、暴力の深刻さを考慮すれば、それもある程度理解できるかもしれません。誰だってより安全な国で暮らしたいと思うものです。しかし、私たちが「治安」として受け入れているものの多くは、実際には人権侵害や政治的迫害、メディア操作、そして腐敗に他なりません。そのため、このような政策の旗振り役が、最終的に起訴され、有罪判決を受けることも珍しくありません。


実のところ、こうした状況はエルサルバドル国民にとって目新しいことではありません。彼らは、公的権力の手によって苦しめられることがどういうことかをよく知っています。特に、犯罪を抑えようとする過剰な戦略が用いられるときには。


この問題をより深く理解するためには、まず、エルサルバドル政府とバリオ18やマラ・サルバトルチャ13（MS-13）などのギャングとの「水面下の合意」に触れておく必要があります。これらのギャングは、麻薬密輸、人身売買、性的搾取、誘拐、殺人、恐喝など、国境を越えた犯罪活動に関与しています。


特にブケレ政権では、ギャングとの交渉に関わった政府関係者として、オシリス・ルナ・メサ氏とカルロス・アミルカル・マロキン・チカ氏の名前が挙げられます。前者は刑務所庁の長官かつ司法・公安副大臣であり、後者は「社会組織再建ユニット」の責任者でした。彼らは単に対話を行っただけでなく、殺人件数を減らすためにギャングに金銭的インセンティブを提供していたのです。この策略は初期段階では効果を発揮しましたが、長続きはしませんでした。それでも、ブケレの政党「ヌエバス・イデアス（新しいアイデア）」が2021年の立法議会選挙で3分の2の議席を獲得するための足掛かりにはなりました。


さらに補足すると、ルナ氏とマロキン氏の両者は、国家内部の複数の汚職スキームにも関与していたとされています25。ただし、ここでは彼らとギャングとの関係に焦点を当てます。というのも、その関係が後の暴力の波を引き起こし、最終的には87人のエルサルバドル市民の命を奪う結果となったからです。これこそが、政府が「非常事態体制」を宣言する直接のきっかけとなったのです26。


この非常事態体制は、その後何ヶ月も、さらには何年も続けられることになりました。それは、ブケレが立法議会で多数派を確保していたからであり、そしてその多数派は、以前にギャングと交わした合意の結果でもあるのです。


いずれにせよ、エルサルバドル政府が必要以上に権力を拡大し、さらには陰鬱で不穏な一連の状況に関与していることは事実です。その一例として、政府の拘束下にあった150人の命が失われた悲劇が挙げられます。これは「例外状態の犠牲者運動（MOVIR）」によって報告されただけでなく、「エルサルバドル政治犯家族委員会（COFAPPES）」によっても確認されました。


しかし残念ながら、これらの告発に対応する代わりに、政府は「CECOT（テロ収容センター）」を誇らしげに宣伝することを選びました。この施設はギャングの幹部を収容するために建設されたメガ刑務所です。ただし、彼らは自分たちがその幹部たちに裏で数々の特権を与えていたことを都合よく忘れているようです。例えば、MS-13の幹部であり、ブケレ政権下で国家との休戦交渉に関与していたエルメル・カナレス・リベラ（通称「クルック」）の件が挙げられます。彼は秘密裏にグアテマラへ移送され、その結果、40年の刑に服すことなく逃亡することができたのです27。


その後、アメリカ当局はメキシコシティのサンタ・ウルスラ地区で彼の所在を突き止め、逮捕し、アメリカへ移送しました。現在、彼はアメリカ司法と協力して、エルサルバドル政府との関係の詳細を明らかにしようとしています28。


さらに、これはカナレスの件だけに限ったことではありません。ボロメオ・エンリケ・エンリケス（通称「ハリウッドのディアブリート」）の例も同様です。彼の場合は国外に移送されたのではなく、「カサ・リンダ」と呼ばれる高齢者向けケアセンターに28日間も収容されていました。そうです、30年の刑を受けていた当時45歳の受刑者が、老人ホームに収容されていたのです。


それだけでなく、彼はザカテコルカ刑務所から少なくとも8回も外出しており、多くの場合、明確な理由さえ提示されていませんでした29。


より深刻なのは、その一方で、ギャングとは何の関係もない無実の市民が恣意的に逮捕されていたことです。例えば、ある若い女性は、ギャングとの「関係がある」という名目で逮捕されましたが、実際には前科もなく、大半の時間をアメリカで労働に費やしていました。彼女がエルサルバドルに戻るのは家族を訪ねるか、ビザの更新のためだけでした。しかし、そのような事情は全く考慮されず、逮捕されてしまったのです。むしろ、逮捕を回避する術など最初からなかったと言っても過言ではありません。なぜなら、警察官自身が、上司たちは逮捕者数を増やすことにしか関心がなかったと告白しているからです。


このような背景があるからこそ、1日に最大1000人もの逮捕が行われるようになり、数か月後にはその総数が6万5千人を超えました。これは国の総人口の1％に相当する数字です。さらに衝撃的なのは、その中の多くがギャングとは何の関係もなかったことです。そしてそれを、フェリックス・ウジョア副大統領自身が公然と認めたという事実です30。


とはいえ、一般的に見れば、犯罪の減少が実際に感じられるほどであったことも事実であり、しかもその変化はあまりにも顕著だったため、サルバドール国民はその状態を維持するために、自らの権利の一部を犠牲にすることさえ厭わなかった。少なくとも、最初のうちはそうだった。しかし、同時に認識しなければならないのは、この治安政策に対する支持率が、わずか5か月で79％から72％にまで低下したという点である。さらにその期間中、裁判所の令状なしに行われる政府の拘束措置に対する国民の不支持率は、50％から66％へと上昇した。このデータは、ホセ・シメオン・カニャス中米大学（UCA）によって記録・公表された。


いずれにせよ、この戦略が時間の経過とともに逆効果となるのは理解できることだ。とりわけ、市民の権利を侵害し、社会にとって重要な他の側面をなおざりにしていることを考慮すればなおさらである。そのため、多くの場合、この政策は本来の目的すら達成できないこともある。ホンジュラスで実際に起こったように31。


さらに、地域の他国を分析してみると、ブケレと同様の政策を掲げながら、実際には権力を握ることさえできなかった政治家が多く存在する。グアテマラのズリ・リオス氏やサンドラ・トーレス氏がその一例である32。とはいえ、そのような治安対策を非効率的とみなす政治家のほうがむしろ多いのも事実である。たとえば、コロンビアのグスタボ・ペトロ大統領は、こうした政策は問題の根本原因から目を逸らすものであると述べている。そして、確かに彼の指摘には一理ある。というのも、サルバドール政府は治安対策に注力するあまり、他の重要分野を無視しているからだ。たとえば、経済の不安定さ、脆弱な食料主権、民主主義の後退、そして何よりも腐敗の問題である。


この議論には、コスタリカの元大統領ルイス・ギジェルモ・ソリス氏も同調しており、ブケレの戦略はエルサルバドルのような小国でしか実行できないと警鐘を鳴らしている。これこそが、ホンジュラスが同じ戦略を適用する際に多くの困難に直面した理由でもある。何しろホンジュラスはエルサルバドルの5倍の規模を持つ国であり、犠牲の大きさもまた比べものにならない。したがって、巨大かつ複雑な社会で犯罪組織と戦うのがいかに困難であるかがよく分かる。ただし、正直に言えば、これらの政治家にとって重要なのは、その提案の実現可能性ではなく、それによってどれだけの支持を得られるか、という点である。


端的に言えば、私たち市民がこのような状況を生み出している張本人なのである。というのも、我々は教育に乏しく、結果として恥ずべきほど時代錯誤な政策を支持してしまうからである。かつて、植民地支配、人種隔離、奴隷制度、外国人排斥、同性愛嫌悪、女性蔑視、さらには宗教ですら、そうした傾向のもとで受け入れられてきた。そしてその多くは、私たちのイデオロギー的バイアスを満たしたいという些細な欲求や、現状を維持したいという願望によって支えられていた。その結果、私たちは非民主的な施策ですら、民主的な手続きを通して正当化してしまうのである。まさに、これこそがエルサルバドルで起こったことであり、ブケレが現在もなお研究対象として注目され続ける理由でもある。それは、彼の民主主義に対する矛盾だけでなく、人権団体への敵対心、行き過ぎた治安政策、さらには権威主義的な統治モデルにも起因する。ただし、私たちの分析は、統計の冷たい数字にとどまってはならない。その背後にある行動パターンも理解する必要があるのである。


たとえば、コロンビア人市民ホセ・アントニオ・ポテスのケースから始めたいと思います。彼はブケレ政権の政策と経済的な機会に惹かれてエルサルバドルへ渡りました。実際、彼の友人マヌエル・カストリッジョンはすでにソヤパンゴのラス・マルガリータス地区に定住しており、そのためポテスは安心して渡航を決意しました。しかし、現地滞在わずか一日で、MS‑13との関与を疑われて逮捕されるとは、彼自身も想像していませんでした。そもそもサルバドールのギャングがコロンビアに存在したことはなく、ポテス自身もこの地を訪れたことは一度もなかったのです33。


興味深いことに、逮捕直後、移民当局が両名がコロンビア人であることを根拠に「麻薬密売人」と決めつけ、それだけで再びギャング関与の疑いをかけたのです。その口実で、ポテスとカストリッジョンは裸にされ、頭を剃られ、殴打され、屈辱を受け、さらには自国の領事館からも隔離されました。連絡できるようになるまでに23日を要しましたが、その時点では法令により捜査終了まで拘留を待たなければならず、「例外措置」の下で捜査が6か月から1年かかるのが常でした。


明らかにあまりに長い時間であり、不安が募る中、ポテスの家族は勇気を振り絞って公に訴えました。その結果、短期間で両名は釈放され、刑務所の中庭でオシリス・ルナやデイヴィッド・クルーズら役人が謝罪し、「誤解」であり二度と繰り返さないと約束しました。ただし釈放の前に、２人は当時の状況を説明するビデオに出演させられました。


驚いたことに、そのビデオではポテス自身が「犯罪容疑ではなく移民関連で拘束された」と否定しており、これは報道機関やコロンビア領事館、さらには両家族の証言とも矛盾していました34。とはいえ、彼らに他に何ができたでしょうか？


その後、彼らはマルチプラザ・ショッピングセンター、ラ・リベルタ・ビーチ、ミラモンテ地区のホテルへと連行され、その一連の様子が後に大統領府と治安省のコミュニケーションチームにより写真や動画付きで公開され、「彼らは一度も収監されていない」と発表されました。しかし、それは筋が通りません。というのも、彼らの名前は確かにフクアパ刑務所の収監記録に残っているからです。


さらに言えば、この一連の“政治的演出”にはオシリス・ルナだけでなく、デイヴィッド・クルーズやウィリアム・チャンタも関与していました。前者は司法・治安省広報チームに、後者は大統領府報道局に所属していました。つまり、複数の政府関係者がこのメディア操作に関与しており、ポテスとカストリッジョンには職の提供、家族の亡命支援、住宅補助など様々な“便宜”が提示されていたのです。ただし、常識的な判断をすれば、それらを素直に受け入れる人がいるのか疑問ですが。


また、彼らがコロンビア領事館に連絡できたのはほぼ2週間後であり、その間、領事館側も彼らの安否がまったく分からず深刻に懸念していたことも付記しておきます。


良い知らせは、最終的にポテスとカストリジョンの両名が本国コロンビアへ送還されたことであり、彼らがコロンビアの地に戻ったことで、それまで報道調査を通じてしか知られていなかった情報がすべて確認されたことです。しかし、最も衝撃的だったのは、ポテスとカストリジョンが唯一の被害者ではなかったという事実です。彼らと一緒に、パナマ人、ホンジュラス人、ニカラグア人、その他多くの外国人も拘束されていたのです。では、領事館が保護していた外国人でさえこうした目に遭っていたとすれば、自国民であるサルバドル人には何が起こっていたのでしょうか？


残念ながら、多くのサルバドル人もまた、サルバドルの刑務所で行われている拷問制度の犠牲となっています。こうした状況は、いくつかの非政府組織によって記録され、報告されています。特に注目すべきは、非営利団体クリストサル（Cristosal）です。同団体は、受刑者やその家族の証言、法医学的資料、警察文書など、さまざまな証拠を集め、絞殺、首つり、刺傷、打撲といった拷問の事例を立証してきました。これにより、2022年3月から2023年3月までの間に少なくとも153人の受刑者が死亡していたことが明らかになりました35。


さらに多くの死因には、機械的窒息という共通したパターンが見られました。これは、1970年から1992年まで続いた内戦中に頻繁に用いられた拷問方法であり、過去の悪夢を呼び覚ますものでした。


つまり、刑務所内で何か恐ろしいことが起きているのは明白でした。しかし、多くの人々はそれに目を向けようとしませんでした。なぜなら、彼らにとってそれは「ただの犯罪者」にすぎなかったからです。けれども、拘束は無差別に行われており、多くの人々がギャングと何の関係もないまま捕まっていたのです。だからこそ、人権の尊重は単なる「気まぐれ」ではなく、「無実の推定」といった基本的な法の原則を守るために必要なのです。加えて、もし犯罪を取り締まるために、私たち自身が犯罪と同じ手段を用いるのであれば、正義を担う存在はいったい誰になるのでしょうか？


そもそも、23歳の若者が「自然死」で亡くなったとされているのに、彼の遺体には打撲や裂傷、骨折の痕があったのはなぜでしょうか？


2022年3月27日から2024年4月20日の間に、刑務所で265件もの死亡が報告されているのはなぜでしょうか？


そのうち4人が未成年であったのは、どう説明すべきでしょうか？36


なぜ、24歳の若者が釈放されてからわずか2日で亡くなったのでしょうか？


なぜ、家族に連絡もせずに集団墓地で埋葬が行われるのでしょうか？


なぜ、45歳の男性が「肺水腫」で死亡したとされるのに、証言と遺体の写真には、口や鼻から出血するほど腹部を蹴られていた痕跡があるのでしょうか？


なぜ、当局は電気ショック、心理的拷問、飢餓状態、さらには非人道的な扱いまで行うのでしょうか？


例外状態下や治安政策の名のもとに、それは本当に必要で、正当化されるべきことなのでしょうか？


皮肉なことに、こうした事実を調査する代わりに、ブケレ大統領は告発者たちを「ギャングの擁護者」としてレッテルを貼ることを選びました。これは、ギャングとの関係が極めて深かった政権としては、実に厚顔無恥な言動です。そしてその後、ギャングを取り締まる名目で、7,000人を超える市民が犠牲となり、現在ではサルバドルの司法制度によってその多くが無実と認められています37。
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